
歴史人物の書状読み解く

後陽成天皇、沢庵、本阿弥光悦ち

高
固
守
（
耐
）
「
文
の
会
」
2
0
0
回

諏
訪
市
出
身
で
書
道
史
研
究
家
の
渡
部
清
さ
ん
（
粥
甘
東

京
都
北
区
＝
を
講
師
に
、
天
皇
や
公
卿
、
僧
、
茶
人
な
ど
歴

史
上
の
人
物
の
書
状
を
読
み
解
く
「
文
の
会
」
が
、
7
月
例

会
で
2
0
0
回
を
迎
え
た
。
同
市
諏
訪
2
の
高
国
寺
（
白
木

智
康
住
職
）
が
主
催
し
、
同
寺
を
会
場
に
月
1
回
開
催
。
受

講
者
は
室
町
か
ら
江
戸
時
代
の
実
物
の
手
紙
な
ど
を
鑑
賞
、

差
出
人
や
受
取
人
、
交
友
関
係
を
推
測
」
書
状
へ
の
理
解
を

深
め
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
（
宮
坂
早
苗
）

発
足
か
ら
祖
年
、
7
月
例
会
で
2
0
0
回
を
迎
え
た

「
文
の
会
」
。
歴
史
上
の
人
物
の
書
状
を
読
み
解
き
、

実
物
の
手
紙
を
鑑
賞
す
る
受
講
者
＝
諏
訪
市
高
国
寺

「
文
の
会
」
は
、
高
国
寺
が
所

蔵
す
る
寺
宝
の
古
文
書
な
ど
を
解

明
す
る
過
程
で
専
門
家
の
指
導
を

仰
ぎ
た
い
と
、
壇
徒
が
縁
で
渡
部

さ
ん
に
講
師
を
依
頼
、
地
域
の
人

た
ち
に
も
呼
び
掛
け
て
、
2
0
0

4
年
に
発
足
し
た
。

渡
部
さ
ん
は
東
京
教
育
大
学

（
現
筑
波
大
）
を
卒
業
、
同
大
大

学
院
教
育
学
研
究
科
修
士
課
程
修

了
。
N
H
K
に
勤
務
し
大
河
ド
ラ

マ
「
花
の
生
涯
」
「
春
日
局
」
や
シ

ル
ク
ロ
ー
ド
、
新
日
本
紀
行
な
ど

の
タ
イ
ト
ル
を
執
筆
し
た
。
そ
の

後
、
横
浜
国
大
教
授
を
歴
任
、
現

在
は
日
本
相
撲
協
会
相
撲
教
習
所

の
講
師
を
務
め
て
い
る
。
著
書
は

「
日
本
の
名
筆
」
「
く
ず
し
字
辞

典
」
な
ど
多
数
、
書
家
や
書
道
美

術
の
評
論
家
と
し
て
も
活
躍
し
て

いる。．教
材
は
渡
部
さ
ん
が
長
年
に
わ

た
っ
て
関
わ
っ
た
書
状
3
0
0
0

点
の
中
か
ら
毎
月
1
点
ず
つ
選

び
、
例
会
に
は
そ
の
都
度
実
物
も

持
参
。
学
校
教
育
で
は
使
わ
れ
な

い
変
体
仮
名
な
ど
一
字
ず
つ
を
黒

板
に
書
き
、
読
み
や
内
容
を
解
説

す
る
。
「
映
像
や
録
音
な
ど
が
な

い
疇
代
、
手
紙
や
日
記
は
故
人
を

知
る
大
事
な
手
掛
か
り
。
そ
こ
か

ら
そ
の
人
の
考
え
方
が
分
か
り
、

筆
跡
か
ら
性
格
や
人
柄
が
推
測
で

き
る
。
書
か
れ
た
年
代
、
日
付
も

分
か
れ
ば
歴
史
的
資
料
に
、
さ
ら

に
同
一
人
物
の
手
紙
が
多
く
集
ま

れ
ば
伝
記
を
作
る
手
掛
か
り
に
も

な
る
」
と
い
う
。

同
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
後
陽
成

天
皇
、
公
卿
の
近
衛
信
声
、
僧
の

沢
庵
、
茶
人
の
本
阿
弥
光
慣
ら
の

書
状
1
9
9
点
を
読
み
解
い
て
き

た
。
7
月
例
会
は
公
卿
の
醍
醐
冬

基
が
日
野
中
納
言
宛
て
に
送
っ
た

手
紙
に
つ
い
て
、
中
納
言
の
う
ち

の
誰
か
を
内
容
や
冬
基
の
年
表
と

照
ら
し
合
わ
せ
、
「
資
茂
」
．
で
あ

る
こ
と
を
推
測
し
た
。

初
回
か
ら
参
加
す
る
小
城
正
巳
で

さ
ん
（
9
0
）
は
「
例
会
ご
と
に
次
塵

行
う
手
紙
の
コ
ピ
ー
を
も
ら
い
、
∵

予
習
の
つ
も
り
で
手
に
す
る
と
少
▼

し
ず
つ
読
め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
一

た
。
楽
し
い
」
。
白
木
住
職
は
「

ロ
ナ
も
落
ち
着
き
、
ま
た
新
た

気
持
ち
で
皆
と
一
緒
に
学
ん
で

き
た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

例
会
は
毎
月
第
4
月
曜
日
の

後
5
時
3
0
分
か
ら
。
参
加
希
望
者
、

問
い
合
わ
せ
は
同
寺
（
電
話
0
2

6
6
・
5
2
・
1
7
7
3
）
へ
。


